
(別紙様式)

平成２１年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名：和歌山県立和歌山工業高等学校 学校長名： 西 英雅

目指す学校像 ・校訓である「質実剛健」のもと、健全な心身の発達に努め、自主自立の精神をも
・ って工業技術を体得し、我が国産業発展の原動力となる生徒を育成する学校

育てたい生徒像 ・勤労を尊重する精神を養いながら自らの個性を伸ばし、わが国産業の発展に貢献
できる心身ともにたくましい生徒

本年度の重点目標 １ 新校舎建築完成に伴い、新校舎への移転を計画的かつ円滑にすすめる。 Ａ 十分に達成した （８０％以上）
達

(学校の課題に即 ２ 生徒指導をより効果的におこなうため、学校謹慎を有効に活用する。 Ｂ 概ね達成した （６０％以上）
し、精選した上 成
で、具体的かつ ３ 学力向上に向けて、授業の充実と基本的な学習習慣の定着を図る。 Ｃ あまり十分でない（４０％以上）
明確に記入する） 度

４ 地域産業界との連携を密にして、有為な人材を育成する。 Ｄ 不十分である （４０％未満）

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （ ３ 月 １５ 日 現在 ） 平成２２年２月２５日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

重 新校舎の建築が９月末 職員会議で全教 職員への周知徹底 職員会議で情報交換し、意 ○移転計画については、ほと ○工事や新校舎の使用上の ○自転車通学者の交通ルール（信号無視や
点 に完成予定であるが、そ 職員に移転計画を 思疎通を図る。 んどの職員（７９％）が把 注意点を守れない生徒が 夜間の無灯火）や交通マナーの指導を強
目 の後検査が終了すると新 提示し、全職員の 握する事ができた。 いる。 化して頂きたい。
標 校舎に移転する予定であ 協力を得ながら、 移転計画の立案と提示 職員会議で移転計画を提案 ○移転計画は、ほぼ予定通り Ｂ →ホームルームやアセン

る。その際、学校運営に 計画的かつ円滑に し、全職員の了承を得る。 に終了することができた ブリ等で解体工事・外構 ○キャリア教育やインターンシップなど、
１ 支障が出ないよう、全職 移転することがで （８６％）。 工事・耐震工事・大規模 一年生の時から指導してくれたことに感

員の協力を得て、計画的 きるか。 職員間の協力体制の確立 移転計画に基づく職員間の ○全職員で協力し、移転する 改修工事や新校舎の使用 謝している。
に移転する必要がある。 協力体制を確立する。 ことができた（８７％）。 上の注意点について、徹

底した指導を行う。 ○学科改編・新校舎の完成等、施設設備が
充実してきた。その結果、これから入学

昨年度、家庭謹慎を中 学校謹慎を生徒 学校謹慎の積極的な活用 学校謹慎を５０％以上実施 ○本年度も問題行動に対し、 ○生徒指導件数が減少傾向 してくる子供達に大きな期待を持たせる
心として、学校謹慎も場 の家庭環境や問題 する。 学校謹慎を有効に活用する にあるが、基本的な生活 ことになってきたと思う。それだけに、
合によって折り混ぜなが 行動の内容に応じ ことができた（８６％）。 習慣が確立できていない 教員自身の資質の向上を図ることが、強
ら特別指導を実施した。 て、どれだけ有効 関係機関や教育相談との連携 関係諸機関との連携を密に ○生徒の問題行動に対し、関 Ｂ 生徒が年々増加している。 く望まれる。

２ 延べ８８名の生徒を指導 に活用することが する。問題行動に応じ、教 係諸機関や教育相談と連携 →遅刻や授業中の態度、 また、生徒に対しては、「和工卒はやは
したが、さらに本年度は できるか。 育相談と連携する。 できた（８１％）。 ピアスや服装などの基本 りしっかりしているなあ」と言われるよ
問題行動に応じ、学校謹 的習慣の確立に向けて、 うに、礼儀や人に接する態度を身につけ
慎を増やし指導の充実を 全職員が協力して取り組 させる指導を徹底して欲しい。
図りたい。 む。

生徒の授業への参加、 教員が授業研究 授業規律の確立 管理職による授業巡視回数 ○教員や教科により、授業規 ○研究授業を実施したが、
取組の姿勢に消極的な部 等を積極的におこ を増やす。 律に大きな差があった。 形式的になっている。
分が見受けられる。 ない、生徒の主体 →研究協議の内容が授業

３ また、昨年度学校開放 的な学習を促す授 研究授業や公開授業の積極的 本年度、全ての学科で研究 ○２学期に全ての教科で、研 改善につながるよう工夫
週間中に授業公開を実施 業改善がおこなわ な実施 授業を実施する。 究授業を実施した。 する。
したが、本年度は研究授 れているか。 Ｂ
業を積極的におこない、 生徒評価の効率的な実施と活 生徒による授業評価アンケ ○生徒評価を効率的に活用で ○生徒評価で、授業中うる
授業改善に取り組む。 用 ートを本年度も実施する。 きている（６７％）。 さくて、集中できないと

いう声があった。
１年生も本年度より実力テス １年生の進路実力テストに ○２／３～４に１・２年生の →管理職だけでなく、各
トを実施 「基礎学ドリル」の内容を 実力テスト（国、社、数、 専門科で授業中の巡回指

入れる。 理、英、専）を実施した。 導をおこなう。

「地域産業担い手育成プ 地域企業との連 地域企業との連携を密にし、 地域企業担当者の意見をで ○２／１６に企業の授業参観 ○「地域産業担い手育成プ
ロジェクト」事業により、 携や教員の企業研 求める人材像を研究 きるだけ多く聞く。 を実施し、様々な意見を頂 ロジェクト」事業が終了
企業技術者による授業を 修を、さらに充実 いた。 し、企業との連携に予算

４ 実施している。 させているか。 地域企業での教員研修の充実 教員研修者数を１０人とす ○５社の地域企業で、計９名 Ｂ 的な問題がある。
しかし、専門教員の資 る。 の教員が研修を実施した。 →キャリア教育の充実に

質向上のため、企業研修を 向けて、県や経営者協会
充実させ、生徒のキャリア 生徒のキャリア教育の充実 デュアルシステムを含め、 ○３名のデュアルシステム及 と連携しながら、地域企
アップを図る必要がある。 学年毎に計画を立てる。 び１年生対象のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 業との連携を継続しなが

を含め、キャリア教育に取 ら取り組む。
り組んだ（８６％）。


